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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS A 8313:2001 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 
 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 A 8313：0000 
 (ISO 10261：2021) 

土工機械－製品識別番号（PIN） 
Earth-moving machinery－Product identification numbering systems 

 
序文 

この規格は，2021 年に第 3 版として発行された ISO 10261 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 
なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，JIS A 8308 に定義される土工機械の，識別システムの要求事項，取付位置及び構造につい

て規定する。 

注記 1 この規格は，土工機械以外の車両系建設機械についても適用することが可能である。 

この規格は，構成部品又はアタッチメントの識別には適用しない。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 10261:2021，Earth-moving machinery－Product identification numbering systems（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

ISO 及び IEC は，標準化において使用するための用語データベースを次のアドレスに整備している。 

－ ISO Online browsing platform は，https://www.iso.org/obp から利用可能である。 

－ IEC エレクトロペディアは，https://www.electropedia.org/ から利用可能である。 

3.1 
製品識別番号，PIN（product identification number） 

製造業者（3.6）が個々の機械を識別する目的で，完成製品に割り当てる 17 個の英数字（ローマ字又は

数字）からなる固有の番号 
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注釈 1 3.1.1～3.1.4 に定義する四つの領域（3.5）からなる。 

3.1.1 
製造者識別コード，WMC（world manufacturer code） 

PIN（3.1）の第 1 領域（3.5）で，機械の製造業者（3.6）を示すために付与される固有の英数字コード 

3.1.2 
機械仕様区分，MDS（machine descriptor section） 

PIN（3.1）の第 2 領域（3.5）で，機械の仕様を示す区分 

3.1.3 
機械指示区分，MIS（machine indicator section） 

PIN（3.1）の最終領域（3.5）で，WMC（3.1.1）及び MDS（3.1.2）に連結し，同じ MDS の機械を識別

するための区分 

3.1.4 
チェック文字，CL（check letter） 

PIN（3.1）の第 3 領域（3.5）で，PIN の有効性を判定するため，他の 16 文字の構成から計算して割り

出すか又は計算によらずに割り当てた，9 桁目におく 1 個のローマ字 

3.2 
本マーク（primary marking） 

機械の目立つ場所に付ける PIN（3.1） 

3.3 
隠しマーク（concealed marking） 

機械の隠れた場所に付ける PIN（3.1）又は PIN の MIS（3.1.3）を用いた派生的記号 

3.4 
製造銘板（product label/plate） 

PIN（3.1）及び製品情報を機体に表示するための手段 

3.5 
領域（field） 

特定情報のために割り当てた 1～8 文字からなる組 

例 WMC（3.1.1），MDS（3.1.2），MIS（3.1.3）及び CL（3.1.4） 

3.6 
製造業者（manufacturer） 

PIN（3.1）が固有のものであることに責任をもつ個人，代理人又は法人 

注釈 1 製造業者は，その製品が複数の工場で生産されている場合であっても単一の事業体としてよい。 

4 一般要求事項 

4.1 文字の数 

機体及び製造銘板に記載する本マークは 17 文字とし，横書きに 1 行で表示し，文字の間に空欄又は区

切りは付けてはならない。また，4.2 に規定する前付けシンボルの前，又は後付けシンボルの後にはいかな
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るシンボル又は文字も付けてはならない。必要桁数に達しないときは必ず領域の先端部を数字のゼロ（0）
で埋めなければならない。 

例 MDS の内容が“AF3”の場合は，“AF3”ではなく“00AF3”が使用される。 

4.2 文字の追加防止 

PIN の最初の数字又は文字の直前，及び最後の数字又は文字にすぐ続けて適切なシンボルを入れる。 

適切なシンボルは，次のいずれかとする。 

－ 星印（＊） 

－ 脱字記号 

－ 会社のシンボルマーク 

－ 会社のロゴ 

脱字記号の代わりに，2 個の文字の V のそれぞれとがった方を PIN の方に向け横向きに用いてもよい。 

4.3 使用可能文字 

PIN には，次の文字だけを使用する。 

 1234567890 

 ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

JIS X 9001 の OCR-B に従う文字が望ましい。 

4.4 製造者識別コード（WMC） 

WMC は PIN の第 1 領域とする。3 個の英数字で構成し，第 1 から第 3 までの桁とする。製造業者は，

附属書 A の手続きに従って WMC を選択登録しなければならない。登録手続きには製造業者の身元確認を

するに足る情報が必要となる。 

4.5 機械仕様区分（MDS） 

MDS は PIN の第 2 領域とする。5 個の英数字で構成し，第 4 から第 8 までの桁とする。製造業者が情報

のコード及び表示順序を決める。この領域は当該機械の一般的属性情報で構成してもよい。この区分は，

機械上の容易に見てとれる情報を利用するのがよい。 

例 型式 493C の機械に対しては，00493 又は 0493C とすることが適切であろう。 

4.6 機械指示区分（MIS） 

MIS は PIN の最終領域であり，他との重複のない製造番号を指定する。8 個の英数字で構成し，第 10 か

ら第 17 までの桁とする。第 10 から第 13 桁までは英数字のいずれの使用もできるが，第 14 から第 17 桁

までは数字だけを使用する。MIS の内容は製造業者の自主判断で決めてよい。製造業者の選択によって，

製造年式を含めてもよい。MIS の最初の英数字（第 10 桁目位置）で年式を表示するのがよい。年式を識別

するための推奨コードを表 1 に示す。 
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表 1－年式表示コード 

年 コード 年 コード 年 コード 年 コード 
2000 Y 2012 C 2024 R 2036 6 
2001 1 2013 D 2025 S 2037 7 
2002 2 2014 E 2026 T 2038 8 
2003 3 2015 F 2027 V 2039 9 
2004 4 2016 G 2028 W 2040 A 
2005 5 2017 H 2029 X 2041 B 
2006 6 2018 J 2030 Y 2042 C 
2007 7 2019 K 2031 1 2043 D 
2008 8 2020 L 2032 2 2044 E 
2009 9 2021 M 2033 3 2045 F 
2010 A 2022 N 2034 4 2046 G 
2011 B 2023 P 2035 5 2047 H 

4.7 チェック文字（CL） 

CL は PIN の第 9 桁目に置く。CL の決定は Web サイトマネージャから入手する計算方式に従って製造

業者が行う。他の方法として，Web サイトマネージャは，生産量が年間 100 台以下の機種に対して，CL の

位置に製造業者が計算をしなくとも使用可能な文字を供与してもよい。 

4.8 重複 

製造業者は番号の重複を確実に避け，30 年間にわたり 17 桁の PIN が再発行されないことを保証しなけ

ればならない。製造業者は，割り当てられた WMC を用いる全ての機械について PIN 記録の完全なファイ

ルを維持管理する責任がある。 

4.9 PIN の様式 

この規格の要求事項に適合する PIN の一例を，次に示す。 

 

5 製造銘板 

5.1 構成要素 

製造銘板（図 1 参照）には，少なくとも次の情報を記載する。 
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a) 製造業者名及びその住所 

b) 製造業者の仕様に応じて決められる機械のモデル名称又はシリーズ若しくは形式の名称（図 1，C 行

参照） 

c) 標題“製品識別番号” 

d) PIN 

ブランド名又は会社の商標ロゴを一番下に追加してもよい。図 1 に示した製造銘板は，この規格の要求

事項に適合する。 

 

図 1－製造銘板の例 

製造銘板は，文字と地とのコントラストがはっきりするような色とする。機械の予想寿命が尽きるまで

判読性を維持できるような素材を選択しなければならない。 

製造銘板は，改ざんしたり，また，壊さずに交換したり外したりすることが困難なように製作しなけれ

ばならない。 

5.2 取付場所 

製造銘板は，稼働中損傷したり風化したりするおそれの最も少ない場所に取り付けなければならない。 

製造銘板の望ましい取付場所は，機械の外側左側で，運転者が乗り降りする場所に近い永久構造物で，

見やすく近づきやすい，交換され得ない場所が望ましい。 

製造銘板は，昼日光の下でも読みやすく，機械の部品を外さなくても見えなければならない。 

5.3 取付方法 

製造銘板は，改ざんしたり，また，壊さずに交換したり外したりすることが困難なように機械に取り付

けなければならない。 
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6 マーク 

6.1 本マーク 

PIN は，取り替えができないようフレーム又は恒久的構造物上に，近づいてはっきりと見えることが可

能な位置に，機械の周りから読めるように浮彫加工，打刻又は彫刻によって表示する。大形機械では，マ

ーキングの位置を機械の前方右側とすることが望ましい。 

6.2 選択マーク 

6.2.1 製造銘板 

製造銘板は，箇条 5 の要求事項に従う。 

6.2.2 隠しマーク 

機械には PIN 又は PIN の一部で構成した隠しマーク（3.7 参照）を付けてもよい。このマークの目的は，

本マークが壊されたり読めなくなったときでも，機械を識別できるようにするためである。隠しマークの

場所は，取扱説明書又は整備マニュアルには開示してはならない。正当な権限をもつ法執行官及びその他

の知る必要がある者だけに開示される。 

隠しマークの場所は，次による。 

a) 偶然発見することが困難な場所。 

b) 懐中電灯又は鏡を使えば読める場所。 

c) 機械の恒久的構造物上又は損傷を受けたり交換の対象とならない部分。 

d) 機械の主要部分（軽量な防護装置などを除く。）を分解したりせずに見える場所。 

7 PIN 文字の読みやすさ 

製造銘板上の PIN は，浮刻加工，打刻，彫刻，レーザ加工，印刷など耐久性をもつ方法で記入する。 

機械構造物上の PIN 文字は，6.1 又は 6.2.2 によって打刻，レーザ加工又は彫刻する。 

打刻の文字の深さは，0.2 mm 以上とする。 

文字の最小高さは，次による。 

a) 製造銘板の空欄にマーキングする文字は 4 mm。 

b) 機械のフレームに直接マーキングする文字は 6 mm。 

8 取扱説明書での参照 

本マーク及び製造銘板の機械上の取付場所は，取扱説明書及び整備マニュアル又は類似の発行物に記載

する。 
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附属書 A 
（規定） 

WMC 登録手続き 
 

A.1 登録手続きの開始方法 

WMC を取得するために必要な説明書及び申請フォームについては，登録機関のウェブサイトへのリン

ク（https://www.iso.org/maintenance_agencies.html）を参照する。 

A.2 登録確認 

登録申請の受領は，Web サイトマネージャによって次の方法で確認されなければならない。 

a) 受領した情報を調査し間違いないかを確認する。 

b) WMC の登録を確認し，チェック文字（CL）の計算式及び計算によらない場合の CL 用の文字を通知

する。 

製造業者は，代表者の変更を 30 日以内に Web サイトマネージャに通知する。 

製造業者が他の会社と合併し，他方の会社も登録済み WMC を所有している場合，両方のコードをその

まま使用してもよいし，そのうちの一つの使用を中止してもよい。 
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参考文献 
 

[1] JIS A 8308 土工機械－基本機種－用語 
注記 対応国際規格では，ISO 6165, Earth-moving machinery -- Basic types -- Identification and terms 

and definitions を記載している。 

[2] JIS D 4901 車両識別番号（VIN） 
注記 対応国際規格では，ISO 3779, Road vehicles -- Vehicle identification number (VIN) -- Content and 

structure を記載している。 
[3] JIS X 9001 光学式文字認識のための字形（英数字） 

注記 対応国際規格では，ISO 1073-2, Alphanumeric character sets for optical recognition -- Part 2 : 
Character set OCR-B -- Shapes and dimensions of the printed image を記載している。 

 




